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ONE WORLD English Courseの特徴
千代田区立九段中等教育学校　本多 敏幸

はじめに1
　「平成27年度英語力調査結果（中学３年
生）の速報（概要）」（文部科学省）によると，
・�「読む」「聞く」「話す」「書く」の４技能が

バランス良く育成されていない。
・学習意欲に課題がある。
・特に「話す」「書く」の言語活動が十分でない。
・技能統合型の言語活動・指導が十分でない。
などの問題点が指摘されています。そして，
これらの問題点を改善するため，次のことが
求められています。
・�生徒が「英語を使って何ができるようにな

るか」という観点から，主体的に学ぶ意欲

や態度の育成を含めた具体的な指標形式の
目標を設定し，生徒が達成感を得られるよ
うにする。

・�基礎的な知識・技能を活用し，生徒の互い
の考えや気持ちなどを英語で伝え合う対話
的な言語活動を豊富に体験させ，情報や考
えなどを的確に理解したり適切に伝えたり
する総合的なコミュニケーション能力を高
める必要がある。

　ONE WORLD English Course（以下，
「OW」）では，従来からこれらの点に力を入
れた教科書づくりを目指しています。その特
徴をいくつか紹介いたします。
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ONE WORLDにおける学習到達目標2
　OWでは，従来から到達目標を設定していま
す。平成18年度版及び平成24年度版には，到
達目標を各ユニットの扉に明記し，それぞれ
のユニットを学習して身に付く力を学習者で
ある生徒が理解できるようにしていました。平
成28年度版のOWでは，Can-Do自己チェック
リストを巻末に掲載しています（前頁の紙面
例１参照）。
　従来の学習到達目標の表し方から大きく変
更した点は，年間の目標として設定したこと，
どの学年においても３年間分の学習到達目標
を明示していることです。これまではユニット
の冒頭でそのユニットの目標だけが分かる形
式でしたが，３年間分の学習到達目標を示す
ことにより，今後の学習でどのような力が身に
付けられるのかを見通すことができるととも
に，これまでにどのような力が身に付けられた
のかを振り返ることができるようにしています。
　OWのCAN-DOリストは「教員と生徒が
共有できる学習到達目標」を目指していま
す。教科書や教室内で想定する活動をもとに
学習到達目標を考え，それを生徒の目線に合
わせて能力記述文で表しています。また，当
該学年の各学習到達目標には「自己評価」の
欄を設けています。生徒が授業やテストなど
で行った自分自身のパフォーマンスを振り返
り，その達成度を確認しながら主体的に学ん
でほしいという願いを込めています。

学習到達目標を達成するための
言語活動3

　基本文を言ったり書いたりさせただけで
は，十分な指導とは言えません。語句を入れ
替えての口頭による練習などを行い，最終的
に自分で考えて使う練習が必要です。
　平成28年度版のOWのレッスンは，Hop

（Part１と２）とStep（Part３と４）の２部
構成となっています。Hopでは生徒が使う語

彙の補充（Tool Kit），聞くこと，話すこと，
書くことの活動（Activity）を設けていま
す。 これらのページを行うことにより，
CAN-DOリストの学習到達目標を達成する
ための基礎・基本となる力を養うことができ
ます。たとえば，２年生の書くことの学習到
達目標には「趣味や事物について，つながり
のある数文の文章を書くことができる」と設
定しています。つながりのある文章を書ける
ようにするためには，文法のターゲットとな
る１文だけを書かせるだけではなく，つなが
りのある複数の文を頻繁に書かせることが不
可欠です。そこで，HopのActivity３では，
複数の文を書かせるタスクを設定し，生徒に
文脈を考えさせる習慣を身に付けさせるよう
にしています（紙面例２参照）。

　学習到達目標として設定した技能を身に付
けさせるためには，授業で実際にパフォーマ
ンスをさせる必要があります。OWでは，平
成18年度版より各学年に３つ前後のProject

紙面例2 ₂年本冊 p.47
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（プロジェクト活動）を配置しています。こ
のProjectを行うことにより，教科書の学習
を通して身に付けた知識や各技能を総合的に
使用する機会が与えられています。これらの
言語活動が中期的な達成目標と言ってもよい
でしょう（紙面例３参照）。
　さらに，Listening Tips，Reading Tips，
Writing Tips，Conversation Tipsを随所に
配置し，英文を聞いたり読んだり書いたりす
るコツ，会話を行う際のコツが身に付けられ
るようにしています。たとえば，２年次の話
すことの学習到達目標として，「学校生活な
どの身近な話題であれば，感想を交えながら
会話をすることができる」を設定していま

す。 こ れ を 達 成 す る た め に， １ 年 次 の
Conversation Tipsでは，相づちを打ちなが
ら相手の話を聞くこと，２年次では，感想を
交えながら話すこと，相手の言ったことに対
して質問することの練習コーナーを設けてい
ます。即興的な発話力を養うためにも，教科
書に書かれているTipsを参考にした継続的
な指導が大切です（紙面例４参照）。

おわりに4
　ONE WORLD English Courseの特徴を理
解していただき，授業に生かしていただける
ことを願っております。

特集 ONE WORLDをよりよくお使いいただくために

紙面例4 ₂年本冊 pp.42-43

紙面例3 ₃年本冊 pp.38-39
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別冊Essentialsのねらいと活用法
津田塾大学大学院　野田 小枝子

別冊のねらい1
　教科書編集は，常に現行の学習指導要領
を見据えながら次の指導要領の方向性，次
の時代の英語教育を視野に入れていかなけ
ればならない作業になります。平成20年に
改訂され，24年度から施行されている中学
校学習指導要領が目指すところは，「外国語」
について言えば，「発信力」重視，「4技能の
総合的育成」が大きな比重を占めると思い
ます。そして，今後の英語教育の方向性を
見るならば，ますます確実な基礎力と柔軟
な発信力の育成が望まれるのは間違いあり
ません。しかし，教科書の本冊に取り込め
る活動や生徒が自分で学習する教材には限
りがあります。「確実な基礎力」を育むには，
生徒が自分で行う反復練習と少しでも多く
のインプット活動が必要です。また，「柔軟
な発信力」を培うには少しでも多くのアウ
トプット活動が必要です。
　学習者が自己学習できるセット（a self- 
study kit）を提供し，かつ，基礎力・発信
力をつけるインプット・アウトプットの材料
を豊富に提供することは，教科書の役割とし
て大切なことであると考えます。「確実な基
礎力」，「柔軟な発信力」を育むツールとし
て，かつ学習者が自ら進んで学習できるツー
ルとして活用していただける切り離し教材を
提供すること，それが別冊のねらいです。

「教科書を使った基礎・基本の定着」を図り
ながら，教科書の内容をカバーした後で，別
冊を使った活動を通してさらに定着を図って
いただければ，また，自己学習と組み合わせ
て「基礎・基本の定着」からより自由度の高
い活動への準備として使っていただければと
願っております。

豊富なインプットを提供するPLUS Dialog
とアウトプットのためのPLUS Activity2

　まず，PLUS Dialogは，教科書と異なる
文脈で基本文を用いた対話です。同じ基本文
でもさまざまな文脈で触れさせ身につけるの
が望ましく，もう１つdialogがあることで，
それだけ多くのインプットに触れさせられま
す。PLUS Dialogの活動は，まず，CDなど
で音を聞くことから始まります。それを理解
してから，友だちと対話を練習し，次に，下
線部を換えて練習するようになっています。
　PLUS Activityの活動は，さらにもう一歩進
んで，与えられた話題を参考に，自由に話し
たり書いたりする活動です。こちらもリスニ
ングで聞けるところが多くあります。対話を
そっくり変えて練習してもかまいません。１
年別冊p. 19，Lesson４Part３のように，作業
してから対話する活動なども含まれています。
クイズのようにすることで，意味のあるシチュ
エーションでの活動を作り出しています。
　 別 冊 に 掲 載 の PLUS Dia log と PLUS 
Activity は，インプットの量を増やして基
礎力をつけるとともに，「使うことで定着さ
せる」ためにアウトプットの量も増やすこと
をねらいとしています。たとえば１年本冊
pp. 80-81，Lesson６Part４の本文では，オー
ストラリアの学校の時程について扱っていま
す。言語材料としては“how many”や，

“how long”の疑問文とその答え方を扱って
おり，目標は「ものの数や時間の長さについ
ての情報を交換できる」となっています。
　別冊のPLUS Dialogでは，ある人の出身国
についてのやりとりになっています（次頁の
紙面例１参照）。
　この対話を“How long is the walk from 
your home to school?”“How long is the bus 
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ride to school?”なども使い，自分の町につ
いての対話にしてもよいし，ある俳優や有名
人などになりきって自分のことが言えるよう
に準備しておいて答えさせてもよいでしょ
う。さらにPLUS Activityでは，Aは相手

（B）が好きそうなものに話を向け，相手が
相槌を打ったら“how many”を使って質問
をするという対話が示されています。応用と
して，次のような会話もできます。
A : Do you like soccer? 
B : Yes, I’m on the soccer team. 
A : �How many hours do you practice every 

day? 
B : About one hour.
　このような練習をし，使っていくことで基
本文が身についていきます。この別冊を使う
ことで基本文の表現を使うさまざまな文脈の
インプットが増え，使う機会も増えることに
なります。

語彙の補充3
　補充語彙が必要な場合には，And More 

Wordsというコラムにまとめ，利用できるよ
うにしています。たとえば1年別冊p. 32の
Lesson 7 Part 1 では，canの練習で“can 
speak”が出てきますが，And More Wordsで
補充語としてFrench，Chinese，German，
Koreanが提供されており，表現活動がス
ムーズに行えるしくみになっています。
　また，１年別冊p. 19のLesson４Part３のよ
うにAnd More Wordsのほかに既習の語句に
ついて覚えているかな?というコラムが設けら
れているところもあります。PLUS Dialog で

“I have a grandfather in Okinawa. He is so 
gentle.”という発話が出てくるので，ほかの親
戚についても性格などが言えるようにするな
ど，表現に使える既習の語彙が復習できるよ
うに工夫しています（紙面例２参照）。

Let’s Try!4
　右段のLet’s Try!では，新出語や連語を含ん
だ文が日本語とともに挙げられています。ス
ペリングや日本語を確認しておくのに使えま
す。基本の反復練習は，定着のためには欠か
せないことです。この部分は自己学習に最適
であり，自分でチェックする習慣がつけられ
る，いわばself-study kitです。Let’s Try!で表
現の口慣らしをしておいて，PLUS Dialogに進
むのもよいでしょう。Let’s Try!で自己学習を
する➡PLUS Dialogでは新しい文脈で基本文
を練習する➡PLUS Activityでさらに発展的な
対話の練習や書く練習をする，という流れを
作っていくのもよいかもしれません。

特集 ONE WORLDをよりよくお使いいただくために

紙面例1 ₁年別冊 p.31

紙面例2 ₁年別冊 p.19
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談話の流れの重要さ5
　PLUS DialogもPLUS Activityも，対話の
流れが自然になるように作られています。基
本文をセンテンス単位で練習していたのでは
いつまでたっても話せるようにも書けるよう
にもなれないでしょう。
　別冊では，対話ならABAかABAB以上の長
さとなっており，パラグラフの場合には一貫
性のあるまとまった形が出ています。つまり，
談話（discourse）の自然な構造をもった練習
ができるという点でもコミュニケーション能
力の育成にふさわしいものであると言えます。

「ことばの機能」の明示6
　各ページ，パートごとに，どのようなコ
ミュニケーション機能を練習するのかを明示
してあります。本文の目標に沿って，より簡
潔に達成すべき機能目標を挙げており，意味
重視のコミュニケーション活動をすることを
ねらいとしています。

まとめ7
　別冊Essentialsは，教科書で学習したこと
の定着を活動を通して図り，さらに表現の幅
を広げていくことができるように作られてい
ます。PLUS Dialog，PLUS Activityのリス
ニングの部分は教師がリードすることになり
ますが，対話などは生徒が自分たちで取り組
む習慣がつけられるとよいと思います。
　ここでは，別冊と教科書本文の関連と使用
法についての例を紹介します。
　たとえば，２年本冊，pp. 62-63のLesson
５Part４の本文はハロウィーンの話題で，言
語材料は不定詞の形容詞用法となっていま
す。Activityでも単語の穴埋めで不定詞の部
分を入れさせる問題にとどまっています。そ
れに対し，別冊のPLUS Dialogでは不定詞の

部分だけを換えるのではなく，その前後の部
分も換えることで意味のある対話を作らせよ
うとしています（紙面例３参照）。
　訪れるべき場所，ある場所で見るべきもの
を入れさせて，発表させることができるよう
な流れを作っています。Bが「長い行列があ
る」，「また来なくては」などと言っているの
で，Bのセリフが自然な発話となるようにA
のセリフを作らなくてはなりません。不定詞
の部分のみの穴埋めをするよりもコミュニカ
ティブな活動になっています。
　また，PLUS Activityでは「例を参考に書
こう」となっていますが，学習者の作文に
よっては，新しい文章を書かせるのでなく，
これを読んで理解し，より簡単な英語に書き
直すなどの活動もできると思われます。
　別冊の利用法はいろいろ可能かと思いま
す。先生方のアイディアで大いに活用してい
ただければと思います。

紙面例3 ₂年別冊 p.24
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小学校外国語活動との連携
京都教育大学　泉 惠美子

変わる小学校英語と小中英語の違い1
　平成32年度より，小学校中学年で外国語活
動が必修に，高学年では外国語が正式教科に
なることがほぼ確定した。同30年度より移行
措置期間として順次実施されることになる。
時数については，中学年で週１コマ程度，高
学年では週２コマ程度として検討されてお
り，今年度中には決定される見込みである。
　教科化されれば，教科書もでき，中学校英
語も大きく変わることになるが，現在は高学
年で『外国語活動』が年間35時間必修とし
て，主に学級担任がALTやJTEとのティー
ムティーチングか，単独で指導している。
　目標は，「外国語を通じて，言語や文化に
ついて体験的に理解を深め，積極的にコミュ
ニケーションを図ろうとする態度の育成を図
り，外国語の音声や基本的な表現に慣れ親し
ませながら，コミュニケーション能力の素地
を養う。」であり，主に体験的活動を通して
英語の音声や表現に慣れ親しませ，中学校と
同様にコミュニケーション能力を育成するこ
とが大きな目的となっている。
　文部科学省は補助教材として，Hi, friends! 
1, 2 を作成し，全国の５・６年生の児童に
配布し，準拠CD，デジタル版，指導資料等
が各学校に配布されている。さらに，今年度
より補助教材として Hi, friends! Plus が作
成され､ 研究開発学校等で使用されている。
　授業では歌やチャンツ，クイズやゲーム，
コミュニケーション活動や劇，絵本といった
様々な活動や教材を用いて英語の音声をたっ
ぷり導入し，身体を使って英語の意味を理解
させたり日本語と異なるリズムや発音などに
気づかせたりといった指導がなされており，
英語を覚えたり定着させたりといったことは

行われていない。技能も聞くこと，話すこと
が中心であり，小学校で音声が中心であった
ものに，中学校では読むこと，書くことが加
わり，文法事項の理解，定着まで丁寧につな
げていくことが必要となる。
　英語嫌いや苦手意識を持つ生徒が生まれな
いように，小学校英語の良さを引き継ぎ，小
中の段差を低くし，ソフトランディングさせ
るとともに，英語学習に対する動機づけや，

「活動」から「学習」へと意識の転換を図る
ことも必要である。

ONE WORLD English Courseの
小中連携と接続2

　28年度版では随所に小中連携の視点を取り
入れ，無理なく小中接続が出来るように工夫
されている。指導内容や到達目標の系統性，
指導方法の継続性，小中連携カリキュラムを
意識してSpringboard１～10を配列してあり，
それらを活用することで，小中接続がスムー
ズに進み，小学校で楽しく学び，馴染みのあ
る語彙や英語表現を思い出させながら，内容
を復習し，さらに文字指導につなげていくこと
ができるよう，十分な活動が用意されている。
　例えばSpringboard１「あいさつをしよう」
では，先生と生徒，生徒同士が英語であいさ
つを交わす場面が設定されているが，音声で
繰り返し用いた表現を英語でも目にすること
が出来る。Springboard２「こんなときはこ
う言おう」では，授業で用いる教室英語を取
り上げ，最初から無理なく英語の授業を英語
で行うことが可能となる。また，TPR（Total 
Physical Response）を用いたサイモン・セ
ズ・ゲームは小学校でもよく行われているの
で，楽しく身体を用いて教室英語を場面とと
もに習得させたい。

8
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　Springboard３，４「身のまわりの英語1，
2」では，小学校で取り上げた語彙を復習し
つつ，音声−意味−形式（つづり）をつなげ
る活動となっている。テーマとしては，自分
の部屋，教室，公園，食べ物，フルーツ，野
菜，スポーツ，楽器，国，職業など，小学校
で慣れ親しんだ内容である。活動は，自分で
絵をヒントに英語を言わせたり，英語を聞い
て選ばせたり，タッチング・ゲームやスリー
ヒント・ゲームといった小学校で行ったタス
クを用いて，個人，ペアやグループで楽しく
復習しながら，語彙や表現の整理ができる内
容となっている。そして最後には自分の好き
なもの，出来ること，行きたい国，将来の夢
などを言わせ，自己表現活動へとつなげてい
く（紙面例１参照）。小学校卒業時の外国語
活動の内容を，中学校の入門期に振り返らせ
ることで生徒には外国語活動の学習内容を思
い出させ，教師は生徒の習熟度合いを確認で
きる。また，外国語活動で取り扱ったその他

の語彙（月，天気，気持ちなど）も，Time 
for Words や巻末 Words & Words でまとめ
て整理することができる。 
　Springboard５「アルファベットに親しも
う」では，アルファベットの大文字・小文字
の形と順番を認識し，音に気づき，読み方が
分かり，大文字と小文字をつなげることがで
きるかどうかを確認する活動になっている。
小学校でも用いたアルファベット迷路を取り
入れ，楽しく文字に慣れさせる活動を設定し
てある。また，巻末のキーボードを用いてア
ルファベットを探すなど日常で役立つ活動も
取り入れられておりICT活用にもつなげたい。
　Springboard６「アルファベットの音とつ
づりに親しもう」では，アルファベットの音
とつづりを結び付け，絵を見て単語を発音さ
せながら音とつづりの関係に気づかせる活動
を取り入れることで，音韻認識を高め，フォ
ニックスの基本である１文字１音を取り入れ
たアルファベットジングルから，音の足し算

紙面例1 ₁年本冊 pp.8-9
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や音を聞いて３文字単語が分かるといった活
動が取り上げられている。絵の中には初頭音
が同じ単語がたくさん含まれており（Dの
例:dog, doctor, desk, diamond, Decemberな
ど），絵を用いて何度も聞かせたり言わせたり
したいものである。また，生徒に同じ音の他
の単語を集めさせてみたい（紙面例２参照）。

　Springboard７「数字」は，基本的な数字
を復習した後，電話番号や数字の計算など小
学校の他教科関連で行った活動を取り上げて
おり，その後生徒同士でクイズを出させても
楽しい活動になる。
　Springboard８「曜日と教科」は，曜日と
教科を取り上げ，小学校で行った活動の振り
返りとなっている。曜日や月など間違いやす
い語は，歌やチャンツを用いて何度も繰り返
し発話させ，自動化できるようにしたい。
　Springboard９「色」は「ほしいものゲー
ム」として友だちの好きなものを推測しなが
らペアで質問をし合うインフォメーション

ギャップタスクになっている。
　Springboard 10「名前を書こう」は教科書
に登場する人物の名前と出身国名を聞かせて
アルファベットをなぞって四線に書かせたり，
巻末のローマ字表を用いて自分の名前を書か
せたりして，ライティングの導入ができる内
容である。

小中連携の留意点3
　英語の語彙や表現は小中で共通のものが多
く，これまで中学校で教えられてきたものの多
くが小学校でも取り扱われている。しかしな
がら，小学校では，文字は音声によるコミュ
ニケーションの補助として指導することになっ
ている。そこで，ONE WORLD English 
Courseは，小学校で聞く・話す活動を通して
音声で親しんできたものを，中学校で明示的
に文法規則や文字を示しながら理解させ，定
着を図ることを目ざしている。そのため，多く
の絵などのヒントを与えつつ，無理なく中学校
英語に入っていけるように，文字も最初から目
にすることが出来るテキスト構成になっている。
　また，小学校では達成感を感じていた生徒
が，中学校で４領域を扱う中でつまずきが見
られることも多い。小学校では「言えた」，

「伝えられた」，「相手のことが理解できた」
など，英語を聞いて理解したり伝え合うこと
が大きなねらいであったが，中学校では「話
したことを書けた」，「聞いたことを読んで正
しく理解できた」といった技能の統合や正確
性も求められる。自然に文字に触れ，楽しく
学ぶ文字指導や辞書指導を導入すること，異
文化・自国文化の理解から，他者尊重・自己
肯定感へとつながる学習内容を工夫すること
などが大切であり，Springboard等の有効活
用が期待される。是非本書を積極的に活用し
て，生徒の有能感を高め，新しい友だちや先
生との英語でのコミュニケーションを楽しみ
ながら英語学習への扉を開いてほしい。

特集 ONE WORLDをよりよくお使いいただくために

紙面例2 ₁年本冊 p.13
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音声指導から文字指導へ
大阪成蹊大学　赤沢 真

ま さ よ

世

　音声指導から文字指導へスムーズにつなげ
るために，Springboardの使い方を通して，
中１の最初の段階で大切にしたい指導につい
て述べたいと思います。
　第一に，小学校での音声の積み上げを生か
し，文字と音のつながり，関係性に気付かせ
ることを丁寧に行うということです。生徒た
ちは身のまわりの単語について，音声面での
言語経験を豊富に持っています。また，興味
関心のある生徒は，英語のスペリングにも意
識を向けています。そのような段階でこそ，
英語の音声と文字の関係性に気付くきっかけ
を活動として組んでほしいと思います。
　第二に，「文字を書きたい，読みたい」と
いう意欲は小学校高学年から徐々に高まって
おり，中学校での英語の授業で読み書きを進
めていくことに期待感もあります。そのた
め，気付きとともに，「書けた」「読めた」と
いう達成感も与えられるとよいと思います。
　けれども一方で，第三の点として，文字へ
の移行は，学力差や小学校での指導実態の差
が見えてくる部分でもあります。そのため，
指導の前や途中に生徒の実態を丁寧に捉える
ことが必要となります。
　第四に，そうした学力差を克服するために
は，ペア学習やグループ学習という形態を工
夫して，認識の深まっている生徒を軸に学び
あいを促すことも有効だと考えられます。
　こうした点を意識して，以下，Springboard 
５，６について，具体的な指導例を紹介します。

Springboard ₅（教科書pp.10-11）指導例

　小学校段階で，ローマ字の学習（小学３
年，国語）や，Hi， friends! での学習（大文
字・小文字）を行っていますが，すべての生

徒が完全に習得しているわけでなく，習得・
定着状況の差は大きいと考えられます。本
Partでは，各アルファベットの「名前」（Ａ
＝[ei]）の音声を，英語の正しい音声として
意識して発音すること，そしてアルファベッ
トの形の認識をふまえて，正しく書くことを
しっかり指導することが大切です。以下に本
ページの導入例を紹介します。

●アルファベットへの意識付け
T	 : �（黒板に，あいうえお，かきくけこ…と

板書） What’s this?	
Ss	: ひらがな。	
T	 : �Yes. They are Japanese hiragana. How 

many hiragana letters are there?
S1	 : 50くらい。
T	 : �Yes. Do you know the letters of the 

English alphabet?
Ss	: Yes.
T	 : 最初の文字は？
Ss	: �A.	
T	 : �（A　aと板書する。）（Aを指して）This is 

a capital letter or oomoji.（aを指して）
This is a small letter or komoji. Can 
you say the English alphabet? 英語のア
ルファベット全部言える人？（手をあ
げさせて言わせる。）

S1	 : �（何名か発表する。）
T	 : �すごいね。じゃあ文字は全部でいくつ

あったかな。
Ss	: �26。
T	 : �そう！ 圧倒的に日本語より少ないね。

じゃあ順番にみんなで言ってみよう。
少しずつ発音の練習をしましょう。  
Repeat after me. ABCD.

Ss	: �ABCD.

Springboardの指導案例
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T	 : �EFG.　　 
Ss	: �EFG.	
T	 : �HIJK.　　
Ss	: �HIJK. （以下，同様に下のように区切っ

てまとめて言わせる。）
　ABCD / EFG / HIJK / LMN / OPQR / 
STU / VW / XYZ 
　バリエーションとして，教師が拍手してリ
ズムを取りながら言わせたり，徐々にペース
を速くしたりすることもできます。 また

「ローマ字も漢字やひらがなと同じように，
Aは水牛の頭の形から来ている」「Bは建物の
構造図，Cはらくだのコブから作られた」な
ど，成り立ちの話をして興味づけをしてもよ
いでしょう。さらに，漢字からひらがながで
きたように，大文字から小文字ができたこと
を伝えてもおもしろいでしょう（速く多く書
くために小文字ができあがったと言われてい
ます）。

Springboard ₆（教科書pp.12-13）指導例

　ここでは，アルファベットには「名前」の
ほかに「音」があることを知り，単語の始ま
りに注目して，文字と音のつながりに気付く
ことが目標です。

●�アルファベットの「名前」と「音」の
指導例

（１）pp. 10-11を使ってアルファベット26文
字の復習をしてからの活動です。再び「Ａ」
に注目させます。
T	 : �今度は音に注目します。Ａについて見

てみると，ant， apple そして apron が
ありますね。ant と apple， 始まりの音
はどんな音でしょうか？

Ss	: �[ǽ]と聞こえます。
T	 : �そうですね。これをアルファベットの

「音」と言います。アルファベットには
「名前」（Ａ＝[ei]）のほかに，[ǽ]という

「音」があるのですね。apron は，「エイ」
の名前がそのまま発音になっているので
すね。そのような場合もあります。

　なお，母音（a，e，i，o，u）は「音」と
「名前と同じ音」の２種類があることにも気
付く生徒がいたら，その意見を引き出すとよ
いでしょう。

（２）次に，「Ｂ」に注目させます。
T	 : �How about “B”? What can you see in 

“B”?
Ss	: �Book. Bear. Banana. Bag.
T	 : �Great!  I can find one more thing. What 

do you say “蝶”in English?
S5	 : �Butterfly!
T	 : �Yes! では，これらの単語の始まりの音

はどんな音でしょうか。
Ss	: �[b] という音です。
T	 : �そうですね。そして日本語の「ブ」よ

りも，息の破裂が大きくて，母音が聞
こえませんね。このように，アルファ
ベットの音は，「エイ」や「ビー」と
いった「名前」のほかに[ǽ]や[b]といっ
た「音」があります。では，ほかのア
ルファベットも見てみましょう。

　その後は，いくつかのアルファベットに注
目させます。グループ活動として，各班にア
ルファベットを割り振り，教科書の絵の中に
隠された該当のアルファベットから始まる単
語を見つけ出そう！という課題にしてもよい
でしょう。[Ｂ，Ｐ，Ｍ，Ｓ，Ｔ] などが，音
声と文字のつながりに着目しやすい例です。
　以上のように，小学校外国語活動での言語
経験を生かし，音声と文字のつながり・関係
について，生徒たちが気付きを得られるよう
に指導することがまず大切です。こうした気
付きが，これから展開される中学英語の本格
的な読み書きの土台になっていくでしょう。

※�指導例は『ONE WORLD English Course 1 Teacher’s 
Manual指導編』より抜粋
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　昨年10月末から，次期学習指導要領に向
け，中教審（中央教育審議会）で議論が重ね
られています。育成すべき資質・能力および
英語教育の改善について，３月初め現在，示
されている内容をご紹介します。

●�全教科を通じて育成する資質・能力の
３つの柱とは

　小・中・高等学校，全教科において，以下
の３つの「資質・能力」の柱をもとに，育成
すべき力が学習指導要領で示されることにな
ります。これが大きなポイントとなります。
・�何を知っているか，何ができるか（個別

の知識・技能）
・�知っていること・できることをどう使う

か（思考力・判断力・表現力）
・�どのように社会・世界と関わりよりよい人

生を送るか（学びに向かう力，人間性等）

●新指導要領における小・中学校の目標
　次期学習指導要領では，小・中・高等学校
を通じて，学校段階間の学びを円滑に接続
し，「英語を使って何ができるようになるか」
という観点から，一貫した教育目標（指標形
式の目標）などを提示する方向で改善を図る
としており，以下のように目標イメージが示
されています（平成28年２月４日　中教審小
学校部会第２回資料より）。
・�中学校の目標案：「外国語を通じて，言

語や文化に対する理解を深め，他者を尊
重し，聞き手・読み手・話し手・書き手
に配慮しながら，コミュニケーションを
図ろうとする態度の育成を図るととも
に，具体的で身近な話題についての理解
や表現，簡単な情報交換ができるコミュ
ニケーション能力を養う」

・�小学校高学年（教科型）の目標案：「外
国語を通じて，言語や文化について体験
的に理解を深め，相手意識を持ってコ
ミュニケーションを図ろうとする態度の
育成を図り，身近で簡単なことについて
外国語の基本的な表現に関わって聞くこ
とや話すことなどのコミュニケーション
能力の基礎を養う」
・�小学校中学年（活動型）の目標案：「外

国語を通じて，言語や文化について体験
的に理解を深め，相手意識を持ってコ
ミュニケーションを図ろうとする態度の
育成を図り，外国語の音声等に慣れ親し
ませながら，コミュニケーション能力の
素地を養う」

●大きく変わる小学校，そして中学校
　小学校高学年での正式教科化，中学年での
必修化はほぼ確定していますが，焦点となっ
ているのは時間数の確保です。高学年では

「聞く・話す」の２技能に，「読む・書く」の
２技能が加わることになり，週２コマの確保
が必要とされています。そのために，短時間
学習や，地域によっては長期休暇なども組み
合わせ，地域や学校ごとに柔軟な対応ができ
る方向で検討が進んでいます。
　指導要領は平成28年度中に改訂され，平成
30年度から移行措置期間，平成32年度には全
面実施の予定です。今から４年後には，４年
間英語に慣れ親しんだ生徒が中学校に入学し
てくることになり，中学校現場にも大きな変
革が求められることになりそうです。

※�文科省資料のＵＲＬ，継続情報を教育出版のサイトでお
伝えします。

　�https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/から「小学校のサ
イト」「英語」でお入りください。

どうなる？　次期学習指導要領と今後の英語教育

編集部

文科省関連情報



14

英語教育推進リーダー研修を終えて
北海道名寄市立中名寄小学校　久保 稔

はじめに

　小学校の教員になって10年が経ちました。
これまで小学校の英語教育に関わって，さま
ざまな経験を積ませていただきました。その
中で，昨年度参加した「英語教育推進リー
ダー研修」，それを地域に普及させるための
研修実習，大学での非常勤講師などを通して
学んだことを述べたいと思います。

中央研修で学んだ新しい視点

　現在，小学校の外国語教育の正式教科化に
向け，検討および条件整備が進められていま
すが，現場教員の中から，地域の英語教育を
推進するリーダーを養成するために，外部専
門機関と連携して実施されているのが，「英
語教育推進リーダー中央研修」（以下，中央
研修）です。５年間で全国で約千名が研修を
受けるこの事業で，私は第1期生として，平
成26年度の中央研修に参加しました。
　中央研修は，集合研修Ⅰと集合研修Ⅱから
なり，都内で各5日間の日程で行われまし
た。私の勤務する北海道は東北地方とともに
グループ①に属し，北関東に富山県を含めた
グループ②と一緒に，合計47名が一緒に，英
語力の向上や教授法の習得を目指した研修を
受講しました。
　具体的な研修内容としては，教室英語や歌
の活用に加えて，絵本の読み聞かせや発音と
つづりの関係（フォニックス）などがありま
した。この５日間の研修プログラムは，文科
省と委託先のブリティッシュ・カウンシルが
共同開発したもので，すべての講座を同機関
勤務のネイティブ・スピーカーの講師が担当
し，すべて英語で行われました。

　研修プログラム自体もしっかりしており，
たいへん多くのことを学ぶことができまし
た。その中で，これまで受けた研修にはない

「新しい視点」がいくつかありました。
　１つめは，歌を指導するときに，CDを使
わないというアプローチです。CDを使わな
いことで，速さを自由に調節することができ
たり，特定の部分を練習することができた
り，児童を歌に集中させたりすることができ
ます。もちろん，原曲を聞いてリズムや発音
の仕方を理解することも重要です。しかし，
大切なのは，児童の実態や場面に応じて指導
方法を柔軟に変更するということです。その
意味で，この手法を知ることで，自分の指導
方法を広げることができました。
　２つめは，絵本を指導するときに，一言一
句，教師が正確に読む必要はないということで
す。これまで私自身，絵本に出てくる単語や表
現をすべて読んでいましたが，挿絵の言葉やい
くつかの表現を扱うだけで，児童は内容を理解
し，単語や表現を覚えることができることを体
験しました。また，発音や抑揚に気を付けた
り，動作を付けたりすることで，子どもたちを
物語の世界に引き込み，聞く力などの向上につ
なげられることがわかりました。
　３つめは，アクティビティのメリットとデ
メリットを把握することです。先に挙げた歌
の活用のように，どの活動にも多かれ少なか
れメリットとデメリットがあります。指導す
る側はそのことを理解し，活動の意図を明確
にするとともに，子どもたちに目標や目的を
持って取り組ませることが重要になります。

地域での研修実習の講師として

　中央研修に参加した教員は，その研修内容

小学校の現場から
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を地域に伝える役割を担います。私の地域で
は，今年度，昨年12月から1月にかけて，各
校で英語教育の中核となる教員に対して，英
語指導力の向上を図ることを目的に研修を実
施しました。私が講師を務めた研修では，実
際に活動を体験したり参加者どうしでディス
カッションしたりすることを通して，少しで
も各自の引き出しが増えること，参加者のつ
ながりが深まることを意識しました。研修は
８つのセッションに分かれており、計14時
間，３日間の日程で行いました。以下がその
ときの研修内容です。

○教室英語　○ALTとの打ち合わせ
○単語や表現の学習　○絵本の活用
○アルファベットの音声　○歌の活用
○授業指導案の作成
○他教科等と関連させた活動

　参加者は，英語の免許を持っている方から
教務の方などさまざまでした。そのため，先
生方のニーズも多種多様でした。この研修実
習は，地域の全小学校から１名参加するまで
行われる予定です。今後の研修でも，先生方
のニーズに少しでも応えることができるよう
に，研修の進め方を工夫していきたいと考え
ています。

大学での
非常勤講師の経験から

　今年度より，北海道教育大学旭川校で非常

地域研修で講師を務める筆者（左上）。「絵本を活用した指導法」
では、参加者が自ら選んだ絵本を使って読み聞かせを行った

勤講師を務めています。全15コマの内，外国
語活動に関わる理論的な部分を大学の先生が
担当し，小学校で実際に行われている外国語
活動の実践的な部分を私が担当しています。
ここでも，活動とディスカッションに重点を
置くなど，中央研修で学んだことを生かして
講義を行いました。
　大学の授業では，大学生が，小学生に戻っ
たように楽しそうにアクティビティに取り組
む姿が印象に残りました。教員にとって，

「子どもの立場になって考えてみる」ことは，
たいへん意味あることです。日々の業務に忙
殺されて忘れがちな中，大学生の活動する姿
を見て，子どもの視点に立つことの大切さに
改めて気づかされました。
　また，模擬授業やディスカッションの様子
を見ていると，学生ならではの斬新なアイ
ディアや新鮮な考えに触れることもできまし
た。「教学半」という言葉がありますが，講
義をしている私が大学生から教わることがた
くさんありました。大学での講義は来年度以
降も担当することになっています。講義を通
して学んだことを，子どもたちへの授業に生
かしていきたいと思います。

おわりに

　昨年10月，中央研修に参加した他県の先生
方と懇親会を行いました。外国語活動の授業
についての悩み，研究会の情報交換，研修実
習の様子の交流など，途切れることなく話は
続きました。英語拠点校での勤務だったり，
英語専科としての指導だったりと，立場はそ
れぞれですが，どの先生も児童一人ひとりの
ことを考え，実践を積み重ねています。そん
な素晴らしい先生方と出逢えたことに，幸せ
を感じています。
　困ったときには助け合える，互いに刺激し
合い成長できる仲間との関係を励みに、これ
からもよりよい授業のために研鑽を続けてい
きたいと考えています。



ティム・マッキャンリーズ監督による2003
年公開の映画『ウォルター少年と，夏の休日』
は、英語のタイトルをSecondhand Lions（中
古のライオン）といいます。

14歳の少年ウォルター（ハーレイ・ジョエ
ル・オスメント）が，母親の2人の叔父（ウォ
ルターにとってはgreat-uncles）であるハブ
（ロバート・デュヴァル）とガース（マイケ
ル・ケイン）の家に住むことになった夏の話
なので, 日本語のタイトルはまさにその通り
を表現しています。

ハブとガースが住んでいるのはテキサスの
田舎にある古びた一軒家です。ところが, こ
の映画のストーリーは, 静かで平穏な老人の
生活に, 少年が退屈しながらも癒されていく
話ではありません。ハブとガースの生活は非
日常的な冒険と興奮に満たされています。

ウォルターの母親は, シングルマザーとし
てウォルターを育てていますが, ウォルター
が邪魔になると施設に預けたりします。大
叔父のところに預ける事情は自分が速記者
養成学校（College of Court Reporting）で
勉強するためだと言うのですが, どうやら

ボーイフレンドとの時間を作りたいため
だったということがウォルターには後でわ
かってしまいます。さらに, 大叔父たちがか
なりの財産を隠し持っているという噂を聞
き, その隠し場所を探るようにとウォルター
に言い含めるのです。

なぜ原題がSecondhand Lionsなのでしょ
うか。

この映画には確かに動物園から払い下げら
れた中古のライオンが登場します。エキセン
トリックな大叔父たちがライオン狩りをして
から毛皮にしようという目的で注文したので
すが，元気のない雌のライオンだったので, 
ウォルターのペットとして檻の中で飼うこと
になりました。

このライオンが, あるとき檻から出てコー
ン畑に住みついて, ウォルターに危機が迫る
と出てきて助けようとしたりします。

でもライオンは一頭です。複数ではありま
せん。このタイトルの謎は，映画を見るうち
に，解けてきます。

ガースがウォルターにせがまれてハブの
冒険談を話すところから, ストーリーの中に

とっておきの英語・11

Sometimes the things that may or may not be true are 
the things that a man needs to believe in the most. 

津田塾大学大学院　野田 小枝子

邦　題：『ウォルター少年と，夏の休日』
原　題：Secondhand Lions
製作国：アメリカ
製作年：2003年
監　督：ティム・マッキャンリーズ
主　演：ハーレイ・ジョエル・オスメント
DVD発売元：ポニーキャニオン

映画に登場する，

とっておきの英語をご紹介。
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大叔父たちの若いころのストーリーが再現
されます。

テキサスを出てフランスに渡った二人が,
外国人部隊の兵士として徴兵されてしまい, 
多くの戦いで活躍した後, アフリカにも行っ
たこと, ハブがジャスミンという美しい女性
に恋をして, そのために, いいなづけであっ
た族長に追われることになり, 懸賞金までか
けられたにもかかわらず, 殺し屋に化けた
ガースが懸賞金をもらい, 二人で族長をやっ
つけた話など。

ウォルターは自分の部屋にあてがわれた
屋根裏部屋の古いトランクの中から, 美しい
女性の写真を見つけます。ウォルターはガー
スの話を聞いてそれがジャスミンだと信じ
ます。ライオンにもジャスミンという名前
をつけました。

下にご紹介するのは，ウォルターがハブに, 
アフリカの話は本当なのかと尋ねる場面のセ
リフです。母親が嘘ばかりつくので, 大叔父
の話も一応疑ってかかっています。

Walter : Those stories about Africa...
	 about you...
	 they’re true, aren’t they?
	 Hub : Doesn’t matter.
Walter : It does too.
	 Around my mom all I hear is lies.
	 I don’t know what to believe in.
	 Hub : If you want to believe in something,
	 then believe in it.
	 Just because something isn’t true,
	 that’s no reason you can’t believe it.

	 Hub : Sometimes the things that may or
	 may not be true are the things that
	 a man needs to believe in the most.

	� （本当かどうかわからないものこ
そ人がいちばん信じないといけな
いものだったりする。）

	 Hub : That people are basically good;
	 that honor, courage, and virtue
	 mean everything;
	 that power and money,
	 money and power mean nothing;
	 that good always triumphs over
	 evil;
	 and I want you to remember this, 
	 that love...
	 true love never dies.
	 You remember that, boy.
	 You remember that. 

ハブの人生訓です。今回の「とっておきの
英語」に選んだところだけ日本語をつけまし
たが，ご覧のように全体的にわかりやすい英
語のセリフです。ハブを演じるロバート・
デュヴァルがなかなかよい味を出しています。

これで, 英語のタイトルのSecondhand Lions
の意味がおわかりかと思います。ハブもガー
スもライオンなのです。年はとっています
が, 心の中では若い日の冒険の世界をまだ生
きているのです。自分が信じていることを
大切にして。

荒唐無稽な冒険談をウォルターは信じま
した。そして大叔父たちに育てられること
になります。

大叔父たちの冒険談は本当だったので
しょうか。それはこの映画の最後で明らか
にされます。

私たちの周りにもsecondhand lionたちは
いるかもしれません。そして，「何が本当か
を見極めるのは君なんだよ。」と言っている
かもしれません。
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I’ve never really been a “sporty type.” I 

enjoy playing tennis, but I would never spend 

time watching it on TV. What I do find 

fascinating, however, is how many sports 

idioms have made their way into the English 

language – there are dozens that derive just 

from ball games! Each expression lends a 

sense of  act ion to  what  we’re  saying, 

regardless of what the topic of conversation is. 

Let’s get the ball rolling, shall we?

Of course, that was the first example. We 

might use this expression at the 

start of a project or negotiation, or 

something more concrete, like a 

meeting or a party. This phrase may 

trace its origins back to croquet 

games in the 18th and 19th century.

A more recent addition to the 

language describes an entirely different or 

changed situation, perhaps difficult to adjust 

to. You might overhear students saying, 

Bouncing balls:
The impact of sports on English

Peter J. Collins
Tokai University

“Junior high school was fun, but high school 

is a whole new ball game!” If they seem to 

have trouble focusing in class or keeping up 

with assignments, their teacher may advise 

them to keep their eye on the ball. And 

when it’s time for one of them to take initiative 

or responsibility, they might be warned that 

it’s time to step up to the plate – a baseball 

metaphor recalling an image of a batter 

approaching home plate. This expression 

might also be used to mean to do the right 

thing, as in “It’s time you stepped up to the 

plate and admitted that you’re the one who 

broke the window.”

Once we’ve adjusted to the pace and style of 

a new environment or activity, we can assure 

ourselves and others that we’re really getting 

into the swing of things. This 

allusion to golf or tennis began to 

appear in the late 1800s. Getting 

into the swing of things at your 

new job may depend on who calls 

the shots, or makes al l  the 

decisions, in the office.  This 

idiom comes from billiards, where each player 

is required to announce their next shots, for 

example, “Green ball in the side pocket.”

日本語の会話のなかで，「登板する」「直
球の質問」など野球用語を使うことがあ
りますが，英語ではどうなのでしょうか？
コリンズ先生に訊いてみましょう！

●�

〜スポーツにまつわる言いまわし
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Some situations, on the other hand, allow – 

even require back-and-forth negotiation. Let’s 

say that you’ve had a great job interview; you 

really bowled the interviewers over, or 

impressed them (a bowling reference). Now 

the ball is in their court; there’s nothing 

you can do but wait for the interviewers to 

decide whether you’re hired.

A week later, one of the interviewers calls 

you with good news. “We really think you’re 

on the ball and the duties of the job all seem 

to be within your wheelhouse!” Both these 

idioms remind us of baseball. To be on the 

ball means to be ready and able, or be 

mentally sharp and aware. In baseball’s early 

days, a sneaky pitcher might strike out batters 

by “having something on the ball,” in other 

words, by adding something slippery like 

saliva to the ball. And each batter has a 

different wheelhouse; this is the part of a 

player’s swinging range where they can make 

the best contact with the ball. So if someone 

says, “Teaching grammar is really outside of 

my wheelhouse,” they mean that it’s not part 

of their knowledge or expertise.

Other images are borrowed from baseball 

to describe how people interact with each 

other. If someone you’re dealing with is a 

tough negotiator, you can say that they play 

hardball (as opposed to softball). And if they 

say or do something surprising or tricky, you 

might say, “Wow – he really threw me a 

curveball” or “I wasn’t ready for that fastball 

she threw me!”

The left fielder, in baseball, has the longest 

distance to throw the ball in order for it to get 

to first base. Left field, as a result, has come to 

connote something unexpected – even 

strange.  I f  you have trouble fol lowing 

conversations, or tend to give answers that are 

unconnected to the questions, someone might 

accuse you of always being out in left field. 

And if you know you’re about to share an odd-

sounding idea, you might introduce it by 

saying, “This may be coming from out in 

left field, but…”

Being off base is more serious than being 

out in left field; if you say or do something that 

is unfair, untrue, or unkind, you might be told, 

“You were way off base when you…” As a 

follow-up warning, you might be told, “That’s 

strike one!” And nobody wants to hear, 

“That’s strike two!” My sixth grade teacher 

was a terrifying woman; her favorite curveball 

was to point at a student (sometimes me!) 

without warning and shout, “Three strikes – 

you’re out!” and punishment would follow.

We might describe disadvantages as 

strikes, as well. For example, “Right from the 

beginning of the project, we had two strikes 

against us. For one thing we didn’t have 

enough time. And for another…” More 

seriously, if someone is stuck in a particularly 

difficult position, they might complain that 

they’re behind the eight ball. The allusion is 

to billiards; when the white cue ball is behind 

black eight ball, there is usually no way for the 

next player to make a shot. 

A stoic response might be “That’s the way 

the ball bounces,” in other words – there’s 

nothing that can be done; it’s destiny! My own 

destiny may not be a life of playing sports, but 

I’m happy to borrow the language of ball 

games whenever it will help me make my 

point.
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